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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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Multi-VRF サポートの前提条件
ネットワークのコアデバイスおよびプロバイダーエッジ（PE）デバイスは、バーチャルプライ
ベートネットワーク（VPN）操作用に設定する必要があります。

Multi-VRF サポートの制約事項
• Multi-VRFサポート機能は、レイヤ 3インターフェイスでのみ設定できます。

• Multi-VRFサポート機能は、Interior Gateway Routing Protocol（IGRP）や Intermediate System
to Intermediate System（IS-IS）ではサポートされません。

•特定のデバイスの特定の VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスのラベル配布
は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）またはラベル配布プロトコル（LDP）のいず
れかで処理できます。ただし、両方のプロトコルで同時に処理することはできません。

•マルチキャストは、Multi-VRFサポート機能で設定されているレイヤ 3インターフェイスで
は実行できません。

Multi-VRF サポートに関する情報

Multi-VRF サポート機能の動作
Multi-VRFサポート機能を使用すると、サービスプロバイダーは複数のバーチャルプライベート
ネットワーク（VPN）をサポートすることができ、複数の VPNで IPアドレスが重複することが
可能になります。Multi-VRFサポート機能は、入力インターフェイスを使用して複数の異なる
VPNのルートを区別し、1つまたは複数のレイヤ 3インターフェイスを各仮想ルーティングおよ
び転送（VRF）インスタンスに関連付けることによって仮想パケット転送テーブルを作成します。
VRFのインターフェイスは、FastEthernetポートなどの物理インターフェイス、または VLANス
イッチ仮想インターフェイス（SVI）などの論理インターフェイスにすることができますが、レイ
ヤ 3インターフェイスは、一度に複数のVRFに属することはできません。Multi-VRFサポート機
能により、オペレータはカスタマーエッジ（CE）デバイス上で複数のルーティングドメインを
サポートできます。各ルーティングドメインでは、独自のセットのインターフェイスと独自の

セットのルーティングおよび転送テーブルが使用されます。Multi-VRFサポート機能は、CEがサ
ポートする各ルーティングドメインに CEのラベルスイッチドパス（LSP）を拡張することがで
きます。

Multi-VRFサポート機能は次のように動作します。

•各CEデバイスは、プロバイダーエッジ（PE）デバイスにサイトのローカルルートをアドバ
タイズし、プロバイダーエッジ（PE）デバイスからリモート VPNルートを学習します。

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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• PEデバイスは、スタティックルーティング、またはボーダーゲートウェイプロトコル
（BGP）、ルーティング情報プロトコルバージョン1（RIPv1）またはRIPv2などのルーティ
ングプロトコルを使用して、CEデバイスとルーティング情報を交換します。

• PEデバイスは、ラベル配布プロトコル（LDP）または BGPを介して CEデバイスとMPLS
ラベル情報を交換します。

• PEデバイスは、すべてのサービスプロバイダーの VPNルートを PEで維持せずに済むよう
にするため、直接接続された VPNのみの VPNルートを維持する必要があります。各 PEデ
バイスは、直接接続しているサイトごとに VRFを維持します。すべてのサイトが同じ VPN
に参加している場合、PEデバイス上の複数のインターフェイスを 1つの VRFに関連付ける
ことができます。各VPNは、指定されたVRFにマッピングされます。CEデバイスからロー
カル VPNルートを学習した後、PEデバイスは、内部 BGP（iBGP）を介して他の PEデバイ
スと VPNルーティング情報を交換します。

Multi-VRFサポート機能を使用すると、複数のカスタマーが 1つの CEデバイスを共有でき、1つ
の物理リンクのみが CEと PEデバイスの間で使用されます。共有 CEデバイスは、カスタマーご
とに別個のVRFテーブルを維持し、カスタマーの独自のルーティングテーブルに基づいて各カス
タマーのパケットをルーティングします。Multi-VRFサポート機能により、PEデバイスの限定機
能がCEデバイスにまで拡張され、個別のVRFテーブルの維持を通して、VPNのプライバシーと
セキュリティをブランチオフィスにまで拡張できるようになります。

下の図は、各 CEデバイスが 2つの CEデバイスであるかのように機能する構成を示します。
Multi-VRFサポート機能はレイヤ 3機能なので、VRFに関連付けられている各インターフェイス
はレイヤ 3インターフェイスである必要があります。

図 1：複数の仮想 CE デバイスとして動作する各 CE デバイス

Multi-VRF サポート機能を使用してネットワークでパケットが転送され
るしくみ

次に、上の図に示すような、Multi-VRFカスタマーエッジ（CE）対応ネットワークのパケット転
送プロセスを示します。

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）
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• CEがバーチャルプライベートネットワーク（VPN）からパケットを受信すると、CEは入
力インターフェイスに基づいたルーティングテーブルを検索します。ルートが見つかると、

CEはそのルートのプロバイダーエッジ（PE）から受信したマルチプロトコルラベルスイッ
チング（MPLS）ラベルを強制し、パケットを PEに転送します。

•入力PEがCEからパケットを受信すると、対応するラベルスタックで着信ラベルを交換し、
MPLSネットワークにパケットを送信します。

•出力 PEがネットワークからパケットを受信すると、CEからルートのために以前に受信した
ラベルで VPNラベルを交換し、CEにパケットを転送します。

• CEが出力 PEからパケットを受信すると、パケットの着信ラベルを使用して、正しい VPN
にパケットを転送します。

マルチ VRFを設定するには、VRFテーブルを作成し、その VRFに関連付けられているレイヤ 3
インターフェイスを指定します。次に、VPN内、および CEと PE間にルーティングプロトコル
を設定します。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、プロバイダーのバックボーンでの
VPNルーティング情報の配布で優先されるルーティングプロトコルです。

マルチ VRFネットワークには、次の 3つの主要コンポーネントがあります。

• VPNルートターゲットコミュニティ：これは、VPNコミュニティの他のすべてのメンバの
リストです。各 VPNコミュニティメンバの VPNルートターゲットを設定する必要があり
ます。

• VPNコミュニティ PEデバイスのマルチプロトコル BGPピアリング：VPNコミュニティの
すべてのメンバに VRFの到達可能情報を伝播します。 VPNコミュニティのすべての PEデ
バイスで BGPピアリングを設定する必要があります。

• VPN転送：VPNサービスプロバイダーネットワーク上の VPNコミュニティメンバ間です
べてのトラフィックを転送します。

Multi-VRF サポート機能を設定する場合の考慮事項
• Multi-VRFサポート機能を持つデバイスは、複数のカスタマーによって共有され、各カスタ
マーが独自のルーティングテーブルを持ちます。

•各カスタマーはそれぞれ異なる仮想ルーティングおよび転送（VRF）テーブルを使用するた
め、同じ IPアドレスを再利用できます。重複する IPアドレスは、異なるバーチャルプライ
ベートネットワーク（VPN）で許可されます。

• Multi-VRFサポート機能を使用すると、複数のカスタマーがプロバイダーエッジ（PE）デバ
イスとカスタマーエッジ（CE）デバイスの間で同じ物理リンクを共有できます。複数の
VLANを持つトランクポートでは、カスタマー間のパケットが分割されます。それぞれの
お客様には独自の VLANがあります。

• PEデバイスでは、Multi-VRFサポート機能の使用と、複数の CEデバイスの使用に違いはあ
りません。

• Multi-VRFサポート機能は、パケットスイッチングレートには影響しません。

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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Multi-VRF サポートの設定方法

VRF の設定
仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを設定するには、次の手順を実行します。プ
ロバイダーエッジ（PE）デバイスおよびカスタマーエッジ（CE）デバイスの両方でVRFを設定
するようにします。

VRFが設定されていない場合、デバイスには、次のデフォルト設定が適用されます。

• VRFは定義されていません。

•インポートマップ、エクスポートマップ、ルートマップは定義されていません。

• VRFの最大ルートはありません。

•グローバルルーティングテーブルはインターフェイスにあります。

マルチキャストは、Multi-VRFサポート機能と同じレイヤ 3インターフェイス上に同時に設定
することはできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip routing
4. ip vrf vrf-name
5. rd route-distinguisher
6. route-target {export | import | both} route-target-ext-community
7. import map route-map
8. exit
9. interface type slot/subslot/port[.subinterface]
10. ip vrf forwarding vrf-name
11. end
12. show ip vrf

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPルーティングをイネーブルにします。ip routing

例：

Device(config)# ip routing

ステップ 3   

VRF名を指定し、VRFコンフィギュレーションモードを
開始します。

ip vrf vrf-name

例：

Device(config)# ip vrf v1

ステップ 4   

ルート識別子を指定して VRFテーブルを作成します。rd route-distinguisher

例：

Device(config-vrf)# rd 100:1

ステップ 5   

自律システム番号および任意の数（xxx:y）、または IPア
ドレスおよび任意の数（A.B.C.D:y）のいずれかを入力し
ます。

指定されたVRFのインポート、エクスポート、またはイ
ンポートおよびエクスポートルートターゲットコミュニ

ティのリストを作成します。

route-target {export | import | both}
route-target-ext-community

例：

Device(config-vrf)# route-target
export 100:1

ステップ 6   

自律システム番号および任意の数（xxx:y）、または IPア
ドレスおよび任意の数（A.B.C.D:y）のいずれかを入力し
ます。

このコマンドは、BGPが稼働している場合にだ
け有効です。

（注）

（任意）VRFにルートマップを対応付けます。import map route-map

例：

Device(config-vrf)# import map
importmap1

ステップ 7   

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 8   

VRFに関連付けるレイヤ 3インターフェイスを指定し、
インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interface type
slot/subslot/port[.subinterface]

例：

Device(config)# interface
fastethernet3/0/0.10

ステップ 9   

インターフェイスはルーテッドポートまたは SVIに設定
できます。

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対応付けます。ip vrf forwarding vrf-name

例：

Device(config-if)# ip vrf forwarding
v1

ステップ 10   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 11   

VRF設定を表示します。show ip vrf

例：

Device# show ip vrf

ステップ 12   

ルーティングプロトコルとしての BGP の設定
ほとんどのルーティングプロトコルは、カスタマーエッジ（CE）デバイスとプロバイダーエッ
ジ（PE）デバイス間で使用できます。ただし、次の理由で、外部BGP（eBGP）が推奨されます。

• BGPは、多数の CEデバイスと通信するのに複数のアルゴリズムを必要としません。

• BGPは、さまざまな管理によって稼働するシステム間でルーティング情報を渡すように設計
されています。

• BGPによって、CEデバイスにルート属性を簡単に渡すことができます。

BGPがルーティングプロトコルとして使用されている場合、PEデバイスとCEデバイス間のマル
チプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベル交換の処理にもその BGPを使用できます。
対照的に、Open Shortest Path First（OSPF）、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）、

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）
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ルーティング情報プロトコル（RIP）、またはスタティックルーティングが使用されている場合
は、ラベル配布プロトコル（LDP）をラベルのシグナリングに使用する必要があります。

BGPを PEから CEへのルーティングセッションのために設定するには、CEデバイスと PEデバ
イスで次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. network ip-address mask network-mask
5. redistribute ospf process-id match internal
6. network ip-address wildcard-mask area area-id
7. address-family ipv4 vrf vrf-name
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as as-number
9. neighbor address activate

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

BGPルーティングプロセスを他の BGPデバイスに渡
す自律システム番号で設定し、ルータコンフィギュ

レーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 100

ステップ 3   

BGPを使用してアナウンスするネットワークおよびマ
スクを指定します。

network ip-address mask network-mask

例：

Device(config-router)# network 10.0.0.0
mask 255.255.255.0

ステップ 4   

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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目的コマンドまたはアクション

OSPF内部ルートを再配布するようにデバイスを設定
します。

redistribute ospf process-id match internal

例：

Device(config-router)# redistribute ospf
2 match internal

ステップ 5   

OSPFを実行しているネットワークアドレスとマス
ク、およびそのネットワークアドレスのエリア IDを
識別します。

network ip-address wildcard-mask area area-id

例：

Device(config-router)# network 10.0.0.0
255.255.255.0 area 0

ステップ 6   

次の 2つのコマンドに関連付ける仮想ルーティングお
よび転送（VRF）インスタンスの名前を識別し、VRF
アドレスファミリモードを開始します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family ipv4
vrf v12

ステップ 7   

ネイバーアドレス（またはピアグループ名）のこの

デバイスの BGPネイバーテーブルおよびネイバーの
自律システム番号を通知します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
remote-as as-number

例：

Device(config-router-af)# neighbor
10.0.0.3 remote-as 100

ステップ 8   

IPv4アドレスファミリネイバーのアドバタイズメン
トをアクティブ化します。

neighbor address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor
10.0.0.3 activate

ステップ 9   

PE から CE への MPLS 転送およびシグナリングで BGP を使用する場合
の設定

プロバイダーエッジ（PE）デバイスとカスタマーエッジ（CE）デバイス間のルーティングにボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用する場合は、CEデバイスとPEデバイスの両方の仮
想ルーティングおよび転送（VRF）インターフェイスのラベルをシグナリングするようにBGPを
設定します。ルータコンフィギュレーションレベルと、各インターフェイスごとに、シグナリ

ングをグローバルに有効にする必要があります。

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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•ルータコンフィギュレーションレベルでは、neighbor send-labelコマンドを使用して、BGP
を介したマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベルのシグナリングをイネーブ
ルにします。

•インターフェイスレベルでは、mpls bgp forwardingコマンドを使用して、PEから CEへの
外部 BGP（eBGP）セッションに使用されるインターフェイスでMPLS転送をイネーブルに
します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 vrf vrf-name
5. neighbor address send-label
6. neighbor address activate
7. end
8. configure terminal
9. interface type slot/subslot/port[.subinterface]
10. mpls bgp forwarding

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

BGPルーティングプロセスを他のデバイスに渡す BGP
自律システム番号で設定し、ルータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 100

ステップ 3   

次の 2つのコマンドに関連付ける VRFインスタンスの名
前を識別し、アドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family
ipv4 vrf v12

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

BGPを使用して IPv4ルートとともにMPLSラベルをピア
デバイスに配布できるようにデバイスを設定します。

neighbor address send-label

例：

Device(config-router-af)# neighbor
10.0.0.3 send-label

ステップ 5   

このコマンドを発行するときに BGPセッションが実行中
の場合、BGPセッションが再開されるまでコマンドは有
効になりません。

IPv4アドレスファミリネイバーのアドバタイズメントを
アクティブ化します。

neighbor address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor
10.0.0.3 activate

ステップ 6   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 8   

BGPセッションで使用されるインターフェイスのインター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot/subslot/port[.subinterface]

例：

Device(config)# interface
fastethernet3/0/0.10

ステップ 9   

インターフェイスはルーテッドポートまたは SVIに設定
できます。

インターフェイスでMPLS転送をイネーブルにします。mpls bgp forwarding

例：

Device(config-if)# mpls bgp forwarding

ステップ 10   

BGP 以外のルーティングプロトコルの設定
ルーティング情報プロトコル（RIP）、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）、Open
Shortest Path First（OSPF）、またはスタティックルーティングを使用できます。この設定はOSPF
を使用しますが、その他のプロトコルでもプロセスは同じです。
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プロバイダーエッジ（PE）デバイスとカスタマーエッジ（CE）デバイス間のルーティングプロ
トコルとしてOSPFを使用する場合は、ルータコンフィギュレーションモードで capability vrf-lite
コマンドを発行します。

RIP、EIGRP、OSPF、またはスタティックルーティングが使用されている場合、ラベルのシグ
ナリングにラベル配布プロトコル（LDP）を使用する必要があります。

Multi-VRFサポート機能は、Interior Gateway Routing Protocol（IGRP）や Intermediate System to
Intermediate System（IS-IS）ではサポートされません。

Multi-VRFサポート機能が設定されているレイヤ 3インターフェイスにマルチキャストを同時
に設定することはできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router ospf process-id [vrf vpn-name]
4. log-adjacency-changes
5. redistribute bgp autonomous-system-number subnets
6. network ip-address subnet-mask area area-id
7. end
8. show ip ospf

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにし、仮想ルーティン
グおよび転送（VRF）テーブルを指定して、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router ospf process-id [vrf vpn-name]

例：

Device(config)# router ospf 100 vrf v1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）隣接ステートの変更を記録します。log-adjacency-changes

例：

Device(config-router)#
log-adjacency-changes

ステップ 4   

これは、デフォルトの状態です。

デバイスをボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
ネットワークから OSPFネットワークに情報を再配布
するように設定します。

redistribute bgp autonomous-system-number
subnets

例：

Device(config-router)# redistribute bgp
800 subnets

ステップ 5   

OSPFが動作するネットワークアドレスとマスク、お
よびそのネットワークアドレスのエリア IDを示しま
す。

network ip-address subnet-mask area area-id

例：

Device(config-router)# network 10.0.0.0
255.255.255.0 area 0

ステップ 6   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-router)# end

ステップ 7   

OSPFルーティングプロセスに関する情報を表示しま
す。

show ip ospf

例：

Device# show ip ospf

ステップ 8   

PE から CE への MPLS 転送およびシグナリングで LDP を使用する場合
の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot /subslot/port[.subinterface]
4. mpls ip

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

VRFに関連付けられたインターフェイスのインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。インター

フェイスはルーテッドポートまたはSVIに設定できます。

interface type slot
/subslot/port[.subinterface]

例：

Device(config)# interface
fastethernet3/0/0.10

ステップ 3   

このインターフェイスの通常のルーテッドパスで IPv4パ
ケットのMPLS転送をイネーブルにします。

mpls ip

例：

Device(config-if)# mpls ip

ステップ 4   

Multi-VRF サポートの設定例
次の図は、Multi-VRFのトポロジの例です。
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例：PE デバイスでの Multi-VRF サポートの設定
次に、VRFを設定する例を示します。

configure terminal
ip vrf v1
rd 100:1
route-target export 100:1
route-target import 100:1
exit
ip vrf v2
rd 100:2
route-target export 100:2
route-target import 100:2
exit

次に、ルーティングおよびラベルの交換の両方にBGPを使用して、PEからCEへの接続を設定す
る例を示します。

router bgp 100
address-family ipv4 vrf v2
neighbor 10.0.0.8 remote-as 800
neighbor 10.0.0.8 activate
neighbor 10.0.0.8 send-label
exit
address-family ipv4 vrf vl
neighbor 10.0.0.8 remote-as 800
neighbor 10.0.0.8 activate
neighbor 10.0.0.8 send-label
end

configure terminal
interface fastethernet3/0/0.10
ip vrf forwarding v1
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls bgp forwarding
exit
interface fastethernet3/0/0.20
ip vrf forwarding v2
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls bgp forwarding
exit

次に、ルーティングおよび LDPラベルの交換にOSPFを使用して、PEから CEへの接続を設定す
る例を示します。

router ospf 100 vrf v1
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
router ospf 101 vrf v2
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
interface fastethernet3/0/0.10
ip vrf forwarding v1
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
exit
interface fastethernet3/0/0.20
ip vrf forwarding v2
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
exit
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例：CE デバイスでの Multi-VRF サポートの設定
次に、VRFの設定例を示します。

configure terminal
ip routing
ip vrf v11
rd 800:1
route-target export 800:1
route-target import 800:1
exit
ip vrf v12
rd 800:2
route-target export 800:2
route-target import 800:2
exit

次に、CEデバイスの VPN接続を設定する例を示します。

interface fastethernet3/8/0
ip vrf forwarding v11
ip address 10.0.0.8 255.255.255.0
exit
interface fastethernet3/11/0
ip vrf forwarding v12
ip address 10.0.0.8 255.255.255.0
exit
router ospf 1 vrf v11
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
router ospf 2 vrf v12
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit

BGPが PEデバイスと CEデバイス間のルーティングに使用されている場合、次の例に示すコ
マンドを使用して、PEデバイスからの BGP学習ルートを OSPFに再配布できます。

（注）

router ospf 1 vrf v11
redistribute bgp 800 subnets
exit
router ospf 2 vrf v12
redistribute bgp 800 subnets
exit

次に、ルーティングおよびラベルの交換の両方にBGPを使用して、PEからCEへの接続を設定す
る例を示します。

router bgp 800
address-family ipv4 vrf v12
neighbor 10.0.0.3 remote-as 100
neighbor 10.0.0.3 activate
neighbor 10.0.0.3 send-label
redistribute ospf 2 match internal
exit
address-family ipv4 vrf vl1
neighbor 10.0.0.3 remote-as 100
neighbor 10.0.0.3 activate
neighbor 10.0.0.3 send-label
redistribute ospf 1 match internal
end
interface fastethernet3/0/0.10
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ip vrf forwarding v11
ip address 10.0.0.8 255.255.255.0
mpls bgp forwarding
exit

interface fastethernet3/0/0.20
ip vrf forwarding v12
ip address 10.0.0.8 255.255.255.0
mpls bgp forwarding
exit

次に、ルーティングおよび LDPラベルの交換の両方にOSPFを使用して、PEから CEへの接続を
設定する例を示します。

router ospf 1 vrf v11
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
router ospf 2 vrf v12
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
interface fastethernet3/0/0.10
ip vrf forwarding v11
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
exit

interface fastethernet3/0/0.20
ip vrf forwarding v12
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
exit

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Multiprotocol Label Switching
Command Reference』

MPLSとMPLSアプリケーションコマンド

『OSPF Configuration Guide』の「OSPF Support
for Multi-VRF in CE Routers」モジュール

マルチ VRFを使用する OSPF
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mpls/command/mp-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/mpls/command/mp-cr-book.html


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

Multi-VRF サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：Multi-VRF サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

Multi-VRFサポート機能を使用
すると、同じCEデバイス内で
ルーティングおよび転送テーブ

ルの複数のインスタンスを設定

および維持できます。

Multi-VRFサポート機能は、
Cisco IOS Release 12.1(11)EA1
で導入されました。

この機能は Cisco IOS Release
12.1(20)EWに統合されました。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(4)Tに統合されました。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(8)YNに統合されました。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(18)SXDに統合されまし
た。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(25)EWAに統合されまし
た。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(28)SBに統合されました。

この機能は、Cisco IOS XE
Release 3.1で、Cisco ASR 1000
シリーズアグリゲーション

サービスルータに導入されま

した。

Cisco IOS XE Release 3.5Sで
は、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

12.1(11)EA1

12.1(20)EW

12.2(4)T

12.2(8)YN

12.2(18)SXD

12.2(25)EWA

12.2(28)SB

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE Release 3.5S

Multi-VRFサポート
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